








































電動トレッドミルを用いて術後 4~28 日まで 1 日 1 回、
11m/min で 30 分間運動させた。運動機能評価は





PSD-95 の光学濃度は P=0.05 を有意水準として統計処理
を行い群間比較した。本研究は新潟医療福祉大学動物実験
委員会の承認を得て実施された。 
【結果】ISC 群と ICH 群ともに、発症後 28 日目の麻痺側
前肢機能は発症前と比較して有意に低下した。ICH＋EX
群は ICH 群と比較して改善しなかったが、ISC+EX 群は
ISC 群と比較して有意な改善を示した。組織傷害体積は
ICH 群と ICH+EX 群に有意差はなかったが、ISC+EX 群
は ISC 群と比較してペナンブラ体積が有意に縮小した。
PSD-95 の光学濃度は、全群間に有意差はなかったが、
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